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1. はじめに

2. エンドユーザ主導のシステム構築

3. 複雑な例題への適用

4. おわりに

論文の構成
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◆目的：持続可能な社会の実現
＊ IT技術の適用による資源の節約や環境保全の達成

◆課題：アプリケーション開発
＊ その開発をIT技術者に委託するには相当の資金が必要
＊ 企業的観点での費用対効果（利潤）が期待できる分野を

除いては，開発資金の調達は困難

◆解決策：エンドユーザ主導開発

1. はじめに（1/3）
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◆想定されるアプリケーション例
● 町内会のボランティアで運営している不用品交換ショップ

→ Webサイト開設

◎ 対象者・対象品の拡大で大きな再利用効果

● ショッピングサイト検索サービス

→ 既存の地図情報サービスとショッピングサイトの

検索サービスをマッシュアップしたWebサイト開設

◎ 近くのショップからの購入促進により

輸送時のCO2排出量の削減効果

1. はじめに（2/3）
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◆想定されるアプリケーション例（続き）
● 申請書類受付などの窓口業務

→ Webサイト開設

◎ ペーパーレス化

◎ 窓口訪問者が利用するエレベータの

電気代の節約

◆本発表では
● エンドユーザ主導開発のキーとなる

抽象フォームを用いた要求定義について述べる

1. はじめに（3/3）



エンドユーザ主導の開発技術
情報サービス産業の中での位置づけ

■ITプロフェショナルによる開発
・高付加価値の受注ソフトウェアで、高収益の案件
・高付加価値の定型業務パッケージ

■エンドユーザ主導開発
・投資対効果の不明確な分野
・非定型業務で、ユーザ限定の分野

→ 低コスト，短期開発，継続的保守

◆エンドユーザ主導開発ツールの新市場は大きい。
＊ITプロフェショナル向きのツールは市場が小さい。

しかも、フリーソフトが増加。
＊エンドユーザ向きのツールは、市場が大きい。

住み分け
（競合しない）



エンドユーザ主導開発の研究
明大中研の場合

1994 分散オフィスシステムのためのEUC向きオブジェクト指向モデル
- 情報処理学会ソフトウェア工学研究会（Mar.1994）

wwHww：窓口業務のアプリケーションフレームワーク
（UI駆動型開発）

1995 「ドメインモデル≡計算モデル」を志向した
アプリケーションソフトウエア開発環境の基本概念、

- 情報処理学会ソフトウェア工学研究会、（May.1995）

M-base：モデリング＆シミュレーションツール
（モデル駆動型開発）

2001 絶えざる変化に対応するエンドユーザ主導のサービス連携、
- 産学戦略的ソフトウェア研究フォーラム、 (Apr. 2001). 

Webサービスによる統合（Webサービス連携）
（フォーム駆動型開発）



ドメインモデル
（アプリケーション）

業務コンポーネント
（ビジネスオブジェクト）

粒度的な
ギャップ

ビジネスモデル
（業務専門家）

意味的な
ギャップ

ビジネス

サービス

ソフトウェア

モデリング

フレームワーク

抽象フォーム

エンドユーザ主導のシステム構築技術



Webサービスによる統合
サービス授受のメタファー

1. 受付窓口の検索

2. フォームの取り寄せと記入

3. 受付窓口への提出

「サービス授受＝窓口業務」

受付窓口窓口利用者

申請書

＜インタフェース：フォーム＞ エンドユーザ
（業務の専門家）

に理解容易



Webサービスによる統合
フォーム変換

＜ワークフロー＞ → ＜ Webサービス＞
・ 業務コンポーネント → Web サービス
・ メッセージフロー → フォームフロー
・ メッセージ変換 → フォーム変換

Form a1

Form b3
:

Form b2
Form b1

フォーム
変換Form a2
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方式１：XSLTを用いたフォーム変換

概要
フォームをＸＭＬ化し，ＸＳＬＴで変換
Ｗｅｂサービス連携

例題
例題１：個人別時間割表作成システム
例題２：卒業条件判定システム

課題
エンドユーザ（業務の専門家）主導の

ＸＳＬＴ作成
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基本的なマージ処理を必要とする例題

 個人別試験時間割表システム

 各学生に特化した個人別試験時間割表を提供する

入力１
履修情報

XML

入力２
試験

時間割表
XML

出力
個人別試験
時間割表

XML
処理を記述したXSLT

XSLT記述支援
ビジュアルツール

XMLマージ処理
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XMLマージ処理

複雑なマージ処理のスクリプト化

 マージ処理の多段階化

 次数ごとにXSLTを用意し、中間出力XMLを出力

入力1
個人別
成績表
XML

入力2
卒業

条件表
XML 一次情報用

XSLT
二次情報用

XSLT

第一次
中間出力

XML

第二次
中間出力

XML

出力
到達状況

XML

n次情報用
XSLT

一次情報
取得処理

二次情報
取得処理

n次情報
取得処理
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方式２：ビジュアルツールを用いた
フォーム変換定義

 概要

ビジュアルツール
エンドユーザにＸＭＬ，ＸＳＬＴを見せない．

 例題
 ホテル予約システム

＊入力：宿泊申込書，レンタカー申込書
＊出力：請求書，領収書
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方式２：フォーム変換定義の例

例題
 ホテル予約システム

＊入力：宿泊申込書，レンタカー申込書
＊出力：請求書，領収書
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ホテル名

人数 6

料金 10，000 円

人

宿泊申込書

会社名 Ｃレンタカー

台数 2

レンタル料

保険料 2，000

8，000

レンタカー申込書

台

円

円 合計領収金額

領収書

円

宿泊料

レンタル料
（保険込み）

合計請求金額

請求書

会社名

ホテル名

円

円

円

ビジュアルツールを用いた
フォーム変換定義方法

入力
フォーム
表示領域

出力
フォーム
表示領域

アイコン
表示領域

定義開始

定義終了

Ｈホテル

／＊

ー＋

）（

＝ 初期化

x

y

z
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変換手順の定義の操作例

ホテル名

人数 6

料金 10，000

Ｈホテル

円

人

宿泊申込書

会社名 Ｃレンタカー

台数 2

レンタル料

保険料 2，000

8，000

レンタカー申込書

台

円

円

宿泊料

レンタル料
（保険込み）

合計請求金額

請求書

合計領収金額

領収書

会社名

ホテル名

円

円

円

円1
2

3 4

5

7
8

9
10

15

17

19
20

21 22

23

24

＋

＊

＝

＝

＋

＝

変換手順の定義の操作例

①
②

③

④

⑥

⑤

＝

＝
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フォーム変換定義の例

入力フォーム

出力フォーム
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入力フォーム

出力フォーム

変換手順

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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変換手順の定義・実行方式

変換手順
実行プログラム

変換手順の実行方式

変換手順

計算用
スタック

入力
フォーム

出力
フォーム

一時的記入欄用
記憶領域

変換手順

変換手順
定義プログラム

入力
フォーム

出力
フォーム

表示アイコン一覧

変換手順の定義方式
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実用的例題：不用品交換システム
－キャンパス内の研究室を対象－

登録情報検索

パスワード
変更

不用品登録

不用品交換システム

不用品引取
申込み

逆登録

問合せ

問合せ
回答

ユーザ
登録

システム
管理者

システム
起動

ユースケース図

利用者
（登録希望者）

利用者

利用者
（引取希望者）
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ＵＩ遷移図
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ＵＩ遷移図

ポータル ログイン 管理者処理

不用品登録 ユーザ情報閲覧 ユーザ登録

パスワード変更 登録不用品一覧 情報検索

引取申込み処理 不用品情報 問合せ

リンク 管理者

ユーザ
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ＵＩ（ビジュアルフォーム）間の
フォーム変換

ポータル ログイン 管理者処理

不用品登録 ユーザ情報閲覧 ユーザ登録

パスワード変更 登録不用品一覧 情報検索

引取申込み処理 不用品情報 問合せ

リンク 管理者

ユーザ

FTFT FTFT

FTFTFTFT

FTFT
FTFT
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ＤＢアクセスを伴うフォーム変換
－片方または両方：抽象フォーム－

ポータル ログイン 管理者処理

不用品登録 ユーザ情報閲覧 ユーザ登録

パスワード変更 登録不用品一覧 情報検索

引取申込み処理 不用品情報 問合せ

リンク 管理者

ユーザ

FTFT

FTFT FTFT

FTFTFTFT

FTFT
FTFT

FTFT

FTFT

FTFT

FTFT

FTFT

FTFT

FTFT
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Webサービスによる統合
フォーム変換による要求定義

ＡＰ

ユーザ
管理

認証要求

ユーザＩＤ

パスワード

ログイン
ユーザＩＤ

パスワード

ＤＢ

ＡＰ

認証結果
ユーザＩＤ

結果

不用品
管理

ＤＢ

品名 サイズ 色

登録

ＡＰ

品名 サイズ 色

不用品登録

ユーザＩＤ

ユーザ

◆ビジュアルフォーム

◆抽象フォーム

エンドユーザ向けの
インタフェース表記に利用

ユーザＩＤ

ユーザ
情報閲覧 FTFT

FTFT

ＡＰ

FTFT

FTFT
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フォーム変換による要求定義の例
－ビジュアルフォーム間の変換－

品名 サイズ 色

不用品登録

ユーザＩＤ

ユーザＩＤ

ユーザ
情報閲覧

FTFT

クリック



28

クリック

登録不用品一覧

不用品情報
FTFT

ＤＢからの情報が必要

フォーム変換による要求定義の例
－抽象フォームとの変換が必要な場合－
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フォーム変換による要求定義の例
－抽象フォームとの変換－

ＡＰ

ユーザ
管理

問合せ

登録不用品
一覧

ユーザＩＤ

ＤＢ
結果

メールアドレス

不用品
管理

ＤＢ品名 サイズ 色

不用品情報

ユーザ

◆ 抽象フォーム

エンドユーザ向けの
インタフェース表記に利用FTFT

ＡＰ

FTFT

品名 サイズ 色

２：１

１：１
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まとめ

 エンドユーザ主導開発の実現性

 業務の知識を有するエンドユーザ（業務の専門家）が，

自らの業務をコンピュータ化する技法

＊アプリケーションフレームワーク

＊ビジュアルモデリング

＊ フォーム変換によるWebサービス連携
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ご清聴ありがとうございます．
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